
 

 

トトピピッッククスス33  ⼥⼥性性活活躍躍のの推推進進  
 
⼥性は農業と地域の活性化において重要な役割を果たしています。農業の発展と、誰も

が⾃分らしく活躍できる農業の実現に向けて、⼥性が働きやすく、農業経営等に参画しや
すい環境を整備していくことが重要です。 

令和元(2019)年度⾷料・農業・農村⽩書では、⾃ら経営に参画し、ビジネスチャンスを
⾒出しながら、輝きを増す⼥性農業者の姿を初めて特集として取り上げました。また、令
和2(2020)年度には「⼥性の農業における活躍推進に向けた検討会」において更なる⼥性
の活躍に向けた具体的⽅策について検討を⾏いました。 

以下では、最近5年間の動きを中⼼に、⼥性農業者の動向等について紹介します。 
 

((⼥⼥性性のの基基幹幹的的農農業業従従事事者者数数はは減減少少傾傾向向ででああるるもものののの、、若若いい世世代代ににはは明明るるいい兆兆しし))  
令和6(2024)年における⼥性の基幹的農業従事者1数は、前年に⽐べ4.5%減少し43万1千

⼈となりました(図図表表  トトピピ33--11)。⼥性の基幹的農業従事者は全体の38.7%を占めており、
引き続き重要な担い⼿であることに変わりはありませんが、⼥性の占める割合は、減少傾
向にあります。ただし、平成12(2000)年からの20年間では年平均で0.39ポイント低下して
いましたが、令和2(2020)年以降は年平均で0.24ポイントの低下となっています。 

 

 
⼀⽅、農林業センサスを活⽤した分析結果から農業に年間150⽇以上従事している⼥性

農業者数を⾒ると、平成27(2015)年に15〜59歳であった従事者数に対し、5歳加えた令和
2(2020)年の20〜64歳の従事者数は約1万⼈増加しています(図図表表  トトピピ33--22)。全体の増減に
占める割合は低いものの、⽐較的若い世代の⼥性の活躍には明るい兆しが⾒え始めていま
す。 

 
1 15歳以上の世帯員のうち、ふだん仕事として主に⾃営農業に従事している者 

図表 トピ3-1 ⼥性の基幹的農業従事者数 

資料：農林⽔産省「1990年世界農林業センサス」、「1995年農林業センサス」、「2000年世界農林業センサス」、「2005年農林業センサス」、「2010
年世界農林業センサス」(組替集計)、「2015年農林業センサス」(組替集計)、「2020年農林業センサス」、「農業構造動態調査」を基に作成

注：1) 各年2⽉1⽇時点の数値。ただし、平成2(1990)〜17(2005)年の沖縄県については前年12⽉1⽇時点の数値 
2) 平成2(1990)〜17(2005)、31(2019)年は販売農家の数値。平成22(2010)、27(2015)、令和2(2020)〜6(2024)年は個⼈経営体の数値 
3) 平成31(2019)、令和3(2021)〜6(2024)年の数値は、農業構造動態調査の結果であり、標本調査により把握した推定値 
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((みみどどりり戦戦略略学学⽣⽣チチャャレレンンジジにによよりり、、若若いい世世代代のの環環境境にに配配慮慮ししたた取取組組をを推推進進))  
環境と調和のとれた⾷料システムに対する理解と関⼼を深めるには、将来を担う若い世

代に対する広報活動の充実を図ることも必要です。農林⽔産省では、令和6(2024)年度か
ら、将来を担う若い世代の環境に配慮した取組を促すため、⼤学⽣や⾼校⽣等による、み
どり戦略に基づいた活動を表彰する「みどり戦略学⽣チャレンジ(全国版)」を実施してい
ます。第1回⼤会には、⾼校の部で221件、⼤学・専⾨学校の部で181件の参加登録があり、
各部⾨の最も優れた取組として、⾼校の部では、宮城県農 業

のうぎょう
⾼等学校、⼤学・専⾨学校

の部では、独⽴⾏政法⼈国⽴⾼等専⾨学校機構沖縄
おきなわ

⼯ 業
こうぎょう

⾼等専⾨学校が農林⽔産⼤⾂賞
を受賞しました。 
 

 

農農林林⽔⽔産産⼤⼤⾂⾂賞賞((⾼⾼校校のの部部))  
宮城県農業⾼等学校 

取組名：Re：温故知新 
 

農農林林⽔⽔産産⼤⼤⾂⾂賞賞((⼤⼤学学・・専専⾨⾨学学校校のの部部))  
独⽴⾏政法⼈国⽴⾼等専⾨学校機構沖縄⼯業⾼等専⾨学校 
取組名：データと発酵をフル活⽤する循環型農業の実践 
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((「「農農業業⼥⼥⼦⼦ププロロジジェェククトト」」のの更更ななるる活活性性化化))  
「農業⼥⼦プロジェクト」は、社会全体での⼥性農業者の存在感を⾼め、⼥性農業者⾃

らの意識改⾰や経営⼒発展を促すとともに、職業としての農業を選択する若⼿⼥性の増加
を図ることを⽬指し、多様な活動を展開しています。平成25(2013)年に設⽴された同プロ
ジェクトは、令和6(2024)年には、1千⼈を超
えるメンバーによる地域・世代を超えた全国
ネットワークに成⻑し、企業との協同による
商品・サービスの開発や未来の農業⼥⼦を育
む活動といった多彩な取組1を実施していま
す。 

企業との協同により開発された⼥性が使い

 
1 各期の農業⼥⼦プロジェクト推進会議資料を参照 

((11))  農農業業界界全全体体をを発発展展ささせせたたいいとといいうう想想いいかからら、、農農産産物物のの⽣⽣産産・・加加⼯⼯・・販販売売ののププロロデデュューーススにに挑挑戦戦
新潟県⼩千⾕市

お ぢ や し
の「株式会社農

のう
プロデュース リッツ」では、農産物の⽣産・加⼯・販売までをプ

ロデュースする様々な事業を展開しています。同社の代表取締役である新⾕
あ ら や

梨
り

恵⼦
え こ

さんは、さつまい
もを通じて農業界全体を発展させていきたいと考えており、農家レストランの経営や6次産業化プラ
ンナーとして農業者に対する助⾔等を⾏っています。 

 
((22))  農農家家レレスストトラランンをを経経営営ししななががらら66次次産産業業化化ププラランンナナーーととししてて活活動動すするるななどど様様々々なな事事業業をを展展開開  

新⾕さんは、農家レストランである「さつまいも農カフェきらら」を経営しており、さつまいもを
活⽤した料理等を提供しています。さつまいもの上にソフトクリームを乗せた同社の代表商品は、各
種メディアに取り上げられ、累計で3万個以上販売されました。また、店内のイベントスペースを貸
し出して、主な利⽤客である⼦育て中の⼥性を対象としたイベント等の開催にも協⼒しています。 

このような実体験に基づき、6次産業化プランナーとして農業者からの相談を受けており、商品開
発や販路拡⼤等について相談者が実践できる内容となるよう配慮しながら助⾔を⾏っています。さら
に、規格外野菜の受託加⼯や農家への研修⽣の派遣を⾏うなど様々な⽅⾯から事業を展開しており、
これらの活動を通じて地域の活性化に取り組んでいます。 

 
((33))  学学⽣⽣をを始始めめととししたた研研修修⽣⽣のの積積極極的的なな受受⼊⼊れれやや⼥⼥性性のの活活躍躍をを推推進進しし、、農農業業界界のの発発展展をを後後押押しし  

新⾕さんは、「次世代の⼦供の夢が未来の現実になる」との考えから、学⽣を始めとした研修⽣の
積極的な受⼊れを進めています。また、⼥性が働きやすい職場環境の整備にも取り組んでおり、今後
とも、様々な事業の展開を通じて農業界の発展を後押ししていくこととしています。 

「「株株式式会会社社農農ププロロデデュューースス  リリッッツツ」」
代代表表取取締締役役のの新新⾕⾕梨梨恵恵⼦⼦ささんん  

資料：株式会社農プロデュース リッツ 

((事事例例))  ささつつままいいももをを通通じじてて様様々々なな事事業業をを展展開開しし、、農農業業界界のの発発展展をを後後押押しし((新新潟潟県県))  

農農家家レレスストトラランンでで開開催催さされれたた  
ベベビビーーママッッササーージジのの会会  

資料：株式会社農プロデュース リッツ 

「「農農業業⼥⼥⼦⼦ププロロジジェェククトト」」推推進進会会議議  
URL：https://www.maff.go.jp/j/keiei/jyosei/noujopj.html 

 

 

 
 
また、令和6(2024)年の農業経営体における⼥性の常雇い1数は、7万3千⼈となっており、

全体の46.1%を占めています。 
 

((⼥⼥性性がが経経営営参参画画ししてていいるる個個⼈⼈経経営営体体はは農農産産物物販販売売⾦⾦額額のの伸伸びび率率がが⾼⾼いい))  
農林業センサスを活⽤した分析結果によると、⼥性が農業経営に参画している個⼈経営

体は、参画していない個⼈経営体に⽐べ、農産物販売⾦額が⾼く、平成27(2015)年から令
和2(2020)年にかけて、農産物販売⾦額の伸び率が⾼くなっています(図図表表  トトピピ33--33)。 

⼥性の経営参画は、経営に新たな視点を取り込むことにつながり、消費に関する意思決
定の中⼼を担う⼥性のニーズを的確に捉え、より効果的な対応ができるといった効果があ
ると考えられています。 

今後の農業の発展、地域経済の活性化のためには、多彩な能⼒を持つ⼥性農業者が⼒を
発揮していけるようにすることが必要です。 

 

 
 

1 あらかじめ、年間7か⽉以上の契約(⼝頭での契約も含む。)で主に農業経営のために雇った⼈(期間を定めずに雇った⼈を含む。)を
いう。 

資料：農林⽔産省「農業における⼥性活躍に関する特徴把握分析レポート」(令和5(2023)年12⽉公表)を基に作成 
注：1) 「2015年農林業センサス」、「2020年農林業センサス」を基に分析した結果 

2) ⼥性が農業経営に参画している個⼈経営体とは、65歳未満で150⽇以上農業に従事していて、経営主である⼥性または経営
⽅針の決定に参画している⼥性がいる個⼈経営体を指す。 

3) 農産物販売⾦額は、令和2(2020)年における1経営体当たりの平均値 
4) 農産物販売⾦額の伸び率は、平成27(2015)年から令和2(2020)年にかけた1経営体当たりの平均値 

図表 トピ3-3 ⼥性の経営参画の有無で⾒た農産物販売⾦額と伸び率 
(農産物販売⾦額) (農産物販売⾦額の伸び率) 
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資料：農林⽔産政策研究所「激動する⽇本農業・農村構造-2020年農業センサスの総合分析-」(令和5(2023)年12⽉公表)を基に作成 
注：1) 「2015年農林業センサス」、「2020年農林業センサス」の個票を組替集計した結果を基に作成 

2) 平成27(2015)年から令和2(2020)年にかけて年齢階層別のコーホートで⾒た⼥性農業従事者の増減数 
3) 年間で農業に従事した⽇数及び年齢は、令和2(2020)年における区分 

図表 トピ3-2 年間で農業に従事した⽇数と年齢階層別に⾒た⼥性農業従事者の増減数 
（単位：⼈）

20〜24歳 25〜29 30〜34 35〜39 40〜44 45〜49 50〜54 55〜59 60〜64 65歳以上
計 -3,345 -8,240 -10,655 -8,741 -9,708 -13,724 -16,750 -21,297 -26,624 -332,007

60⽇未満 -4,199 -9,252 -12,093 -10,277 -10,440 -12,791 -14,826 -18,267 -22,384 -111,230
60〜149 160 -110 -256 -838 -1,541 -2,287 -2,258 -3,096 -4,582 -100,901

150⽇以上 694 1,122 1,694 2,374 2,273 1,354 334 66 342 -119,876
65歳未満の農業に150日以上従事している女性農業者数は10,253人増加
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((「「農農業業⼥⼥⼦⼦ププロロジジェェククトト」」のの更更ななるる活活性性化化))  
「農業⼥⼦プロジェクト」は、社会全体での⼥性農業者の存在感を⾼め、⼥性農業者⾃

らの意識改⾰や経営⼒発展を促すとともに、職業としての農業を選択する若⼿⼥性の増加
を図ることを⽬指し、多様な活動を展開しています。平成25(2013)年に設⽴された同プロ
ジェクトは、令和6(2024)年には、1千⼈を超
えるメンバーによる地域・世代を超えた全国
ネットワークに成⻑し、企業との協同による
商品・サービスの開発や未来の農業⼥⼦を育
む活動といった多彩な取組1を実施していま
す。 

企業との協同により開発された⼥性が使い

 
1 各期の農業⼥⼦プロジェクト推進会議資料を参照 

((11))  農農業業界界全全体体をを発発展展ささせせたたいいとといいうう想想いいかからら、、農農産産物物のの⽣⽣産産・・加加⼯⼯・・販販売売ののププロロデデュューーススにに挑挑戦戦
新潟県⼩千⾕市

お ぢ や し
の「株式会社農

のう
プロデュース リッツ」では、農産物の⽣産・加⼯・販売までをプ

ロデュースする様々な事業を展開しています。同社の代表取締役である新⾕
あ ら や

梨
り

恵⼦
え こ

さんは、さつまい
もを通じて農業界全体を発展させていきたいと考えており、農家レストランの経営や6次産業化プラ
ンナーとして農業者に対する助⾔等を⾏っています。 

 
((22))  農農家家レレスストトラランンをを経経営営ししななががらら66次次産産業業化化ププラランンナナーーととししてて活活動動すするるななどど様様々々なな事事業業をを展展開開  

新⾕さんは、農家レストランである「さつまいも農カフェきらら」を経営しており、さつまいもを
活⽤した料理等を提供しています。さつまいもの上にソフトクリームを乗せた同社の代表商品は、各
種メディアに取り上げられ、累計で3万個以上販売されました。また、店内のイベントスペースを貸
し出して、主な利⽤客である⼦育て中の⼥性を対象としたイベント等の開催にも協⼒しています。 

このような実体験に基づき、6次産業化プランナーとして農業者からの相談を受けており、商品開
発や販路拡⼤等について相談者が実践できる内容となるよう配慮しながら助⾔を⾏っています。さら
に、規格外野菜の受託加⼯や農家への研修⽣の派遣を⾏うなど様々な⽅⾯から事業を展開しており、
これらの活動を通じて地域の活性化に取り組んでいます。 

 
((33))  学学⽣⽣をを始始めめととししたた研研修修⽣⽣のの積積極極的的なな受受⼊⼊れれやや⼥⼥性性のの活活躍躍をを推推進進しし、、農農業業界界のの発発展展をを後後押押しし  

新⾕さんは、「次世代の⼦供の夢が未来の現実になる」との考えから、学⽣を始めとした研修⽣の
積極的な受⼊れを進めています。また、⼥性が働きやすい職場環境の整備にも取り組んでおり、今後
とも、様々な事業の展開を通じて農業界の発展を後押ししていくこととしています。 

「「株株式式会会社社農農ププロロデデュューースス  リリッッツツ」」
代代表表取取締締役役のの新新⾕⾕梨梨恵恵⼦⼦ささんん  

資料：株式会社農プロデュース リッツ 

((事事例例))  ささつつままいいももをを通通じじてて様様々々なな事事業業をを展展開開しし、、農農業業界界のの発発展展をを後後押押しし((新新潟潟県県))  

農農家家レレスストトラランンでで開開催催さされれたた  
ベベビビーーママッッササーージジのの会会  

資料：株式会社農プロデュース リッツ 

「「農農業業⼥⼥⼦⼦ププロロジジェェククトト」」推推進進会会議議  
URL：https://www.maff.go.jp/j/keiei/jyosei/noujopj.html 

 

 

 
 
また、令和6(2024)年の農業経営体における⼥性の常雇い1数は、7万3千⼈となっており、

全体の46.1%を占めています。 
 

((⼥⼥性性がが経経営営参参画画ししてていいるる個個⼈⼈経経営営体体はは農農産産物物販販売売⾦⾦額額のの伸伸びび率率がが⾼⾼いい))  
農林業センサスを活⽤した分析結果によると、⼥性が農業経営に参画している個⼈経営

体は、参画していない個⼈経営体に⽐べ、農産物販売⾦額が⾼く、平成27(2015)年から令
和2(2020)年にかけて、農産物販売⾦額の伸び率が⾼くなっています(図図表表  トトピピ33--33)。 

⼥性の経営参画は、経営に新たな視点を取り込むことにつながり、消費に関する意思決
定の中⼼を担う⼥性のニーズを的確に捉え、より効果的な対応ができるといった効果があ
ると考えられています。 

今後の農業の発展、地域経済の活性化のためには、多彩な能⼒を持つ⼥性農業者が⼒を
発揮していけるようにすることが必要です。 

 

 
 

1 あらかじめ、年間7か⽉以上の契約(⼝頭での契約も含む。)で主に農業経営のために雇った⼈(期間を定めずに雇った⼈を含む。)を
いう。 

資料：農林⽔産省「農業における⼥性活躍に関する特徴把握分析レポート」(令和5(2023)年12⽉公表)を基に作成 
注：1) 「2015年農林業センサス」、「2020年農林業センサス」を基に分析した結果 

2) ⼥性が農業経営に参画している個⼈経営体とは、65歳未満で150⽇以上農業に従事していて、経営主である⼥性または経営
⽅針の決定に参画している⼥性がいる個⼈経営体を指す。 

3) 農産物販売⾦額は、令和2(2020)年における1経営体当たりの平均値 
4) 農産物販売⾦額の伸び率は、平成27(2015)年から令和2(2020)年にかけた1経営体当たりの平均値 

図表 トピ3-3 ⼥性の経営参画の有無で⾒た農産物販売⾦額と伸び率 
(農産物販売⾦額) (農産物販売⾦額の伸び率) 
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資料：農林⽔産政策研究所「激動する⽇本農業・農村構造-2020年農業センサスの総合分析-」(令和5(2023)年12⽉公表)を基に作成 
注：1) 「2015年農林業センサス」、「2020年農林業センサス」の個票を組替集計した結果を基に作成 

2) 平成27(2015)年から令和2(2020)年にかけて年齢階層別のコーホートで⾒た⼥性農業従事者の増減数 
3) 年間で農業に従事した⽇数及び年齢は、令和2(2020)年における区分 

図表 トピ3-2 年間で農業に従事した⽇数と年齢階層別に⾒た⼥性農業従事者の増減数 
（単位：⼈）

20〜24歳 25〜29 30〜34 35〜39 40〜44 45〜49 50〜54 55〜59 60〜64 65歳以上
計 -3,345 -8,240 -10,655 -8,741 -9,708 -13,724 -16,750 -21,297 -26,624 -332,007

60⽇未満 -4,199 -9,252 -12,093 -10,277 -10,440 -12,791 -14,826 -18,267 -22,384 -111,230
60〜149 160 -110 -256 -838 -1,541 -2,287 -2,258 -3,096 -4,582 -100,901

150⽇以上 694 1,122 1,694 2,374 2,273 1,354 334 66 342 -119,876
65歳未満の農業に150日以上従事している女性農業者数は10,253人増加
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トトピピッッククスス44  農農福福連連携携のの更更ななるる推推進進  
 

「農福連携」は、障害者等の就労や⽣きがいづくりの場を⽣み出すだけでなく、担い⼿
不⾜や⾼齢化が進む農業分野において、新たな担い⼿の確保にもつながる取組であり、農
業分野での労働⼒の確保が喫緊の課題となる中で、地域の実情に応じた特徴のある取組も
盛んになっています。改正基本法においても、基本的な施策として、障害者等の農業に関
する活動の環境整備が新たに位置付けられました。 

以下では、令和6(2024)年6⽉に決定された「農福連携等推進ビジョン(2024改訂版)」を
中⼼に農福連携の推進に係る新たな動きを紹介します。 

 
((農農福福連連携携にに取取りり組組むむ主主体体数数はは⼤⼤ききくく増増加加))  

「農福連携」は、障害者の農業分野での活躍を通じて、農業経営の発展とともに、障害
者の⾃信や⽣きがいを創出し、社会参画を実現する取組です。農福連携に取り組む障害者
就労施設の中には、認定農業者として地域農業の担い⼿となっているものや、農業⽣産に
加えて農産物の加⼯・販売、レストランの運営等を⾏うものもあり、地域農業の維持や農
村の活性化の観点から重要な取組となっています。また、障害者の賃⾦や⼯賃の引上げの
観点からも農福連携への期待が⾼まっています。 

令和5(2023)年度の調査によると、農福連携に取り組む主体数は、前年度に⽐べ836主体
増加し7,179主体となりました(図図表表  トトピピ44--11)。令和元(2019)年度からの4年間で3,062主体
増加し、令和元(2019)年6⽉に決定された「農福連携等推進ビジョン」の令和6(2024)年度
までに新たに3千主体創出するという⽬標を1年前倒しで達成しました。 

 

 
 

図表 トピ4-1 農福連携の取組主体数  

資料：農林⽔産省作成 
注：各年度末時点の数値 
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やすい農業機械等は、「ジェンダード・イノベーション1」の観点からも注⽬を浴びており、
⼥性に限らず、新規就農者や⾼齢農業者といった多くの⽅が使いやすいものとなっていま
す。 

令和6(2024)年度は、農業に関する実践的な知識や技術等を学べるオンラインセミナー
「NEXTラボ2024」を農業⼥⼦メンバーと協同して企画・運営しました。このうち、輸出
セミナーを契機として、「GFP2×農業⼥⼦PJ輸出伴⾛⽀援プログラム」がスタートし、輸
出実績のある農業⼥⼦メンバーがメンターとなり、チームで輸出の実践に取り組みました。 

また、新たに、就農に向けて教育機関等に在学中⼜は研修中の⼥性も「プレメンバー」
として共に活動できるようにすることで、本プロジェクト活動の更なる活性化を図ってい
ます。さらに、様々な知⾒・経験を有し活躍するメンバーが参加しているという強みを活
かし、知⾒・経験を後輩に伝える場を積極的に設けるなど、メンバーの成⻑と新たな取組
の実践につなげていくこととしています。 

 

 
 

 
 
⼥性の基幹的農業従事者の割合が減少傾向にある中、⼥性が活躍できる農業や、⼥性が

暮らしやすい農村を実現することは、⼥性農業者のためだけではなく、農業・農村に新た
な視点や活⼒をもたらし、農業・農村の持続的な発展にとってますます重要になってきて
います。このような認識を関係者間で共有していくことが必要です。 

農林⽔産省では、農業⼥⼦プロジェクトのほか、農村地域における意識改⾰、⼥性が働
きやすい環境整備、⼥性グループ活動の活性化、地域をリードする⼥性農業経営者の育成
等を進めており、引き続き地⽅公共団体や関係団体と連携し、⼥性の活躍推進に向け取り
組むこととしています。 

 
1 科学や技術に性差の視点を取り込むことによって創出されるイノベーションのこと 
2 第3章第2節を参照 

農農業業⼥⼥⼦⼦ププロロジジェェククトト  
URL：https://nougyoujoshi.maff.go.jp/ 

「「GGFFPP××農農業業⼥⼥⼦⼦ PPJJ 輸輸出出伴伴⾛⾛⽀⽀援援ププロロググララムム」」  
キキッッククオオフフ会会議議  

NNEEXXTTララボボ22002244にに参参加加すするる農農業業⼥⼥⼦⼦メメンンババーー  
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